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調 理 作業 の分析研究
その移動
( 2 ) 
調理台上~常に置かれているものと，1. 
野々村・下河内:台所作業会について -19 -
~竺~I F 型 |百分比%11s 型 |百分比%
計告器量周具 針カ リ
炊 飯 2弄 24 (4) 15 (4) 
茶 び ん 16 (4) 15 (4) 
トースタ ー 6 (1) 7 (3) 
加号罪害事月具 ナ ，、4・ 4 (2) 2 (1) 
オープン 2 
電 察在 骨是
針 53(1) 55 39(12) 46 
71djJりカゴ 8 (3) 17 (3) 
.マ ナ 板 9 10 
調量器琶具湖 ミキサー 3 2 (1) 
ポ 一 Jv 
針 21 (3) 22 ぬ ω)136 
ジ "1" ー 5 (2) 
マホーピン 4 (1) 
貯綜蔵用具 オヒツ 2 
野菜カゴ
アイスボックス
計 12 (3) !3 5 (1) 6 
ナベシキ
その他 洗 剤 2 3 
青十 3 3 4 
小出し調味斜 4 4 3 4 
食 品
食 器 2 2 


































下橋えの 1つの行為として，取り出された材料は何処に置かれるかをみれば. s型の場合も F型
の場合も， 第 3表~示した如〈餌理台，流しに置かれるととが多い。しかし，無論S型の場合には
( 3 ) 
-80ー 住居学
第2表 準備合上』ζ常』ζ置かれるもの
--~ 作業合 I I ---_____ I F 型|百分比%
品目別 ------1 1 
ムシキ 2 
加費票用 茶びん 4 2器具
計 6 10 
水切りカゴ 21 
/~マ ト l 
開保 運用 マナ 板 10 J王 ボ ー Jレ ? 
ミキサ ー
計 35 61 
ジ ~ - 3 
貯器 蔵用具 7 ホーピン
針 4 7 
スポンジ 1 










計 58 100 
調官3表取り出した材療の置場
IF 型 |百分比%1s 型 |百分比%
関 理 .ロ4泊、 1 29.0 15 39.6 
流 し 10 26.4 11 29.0 
主解 備 合 6 15.8 
ホ切繍 叉流 1 2.6 
関理合叉食卓 3 7.9 2.6 
関理合叉流 2 5.2 2 5.2 
食 JI[ 4 10.5 3 7.9 
床 の 上 l 2.6 
食卓叉流 2 5.2 
解 り ぬ 4 10.5 




























関 理 合 2.6 
流 し 34 89.6 34 89.6 
床 の 上 2.6 
2.6 
食 占草 l 2.6 l 
2.6 
関連合叉食卓 2.6 
Jぜ Jレコニュー ・ 2.6 

















( 4 ) 
塁手身村・下河内:台所作業合について - 81ー
調u衰 まな板を 使 う
IF 製 |百分比%~ s 型|百分比%
調 理 1.泊3、 14 10 26.0 
流 し 12 31.6 23 61.2 
t終 鎚 4口h 6 15.8 
弱還合叉流し 3 7.9 2 5.0 
調理合叉食卓 2.6 
調理合叉スライド 2.6 
調理合・涜し問 3 7.9 
解 り ぬ 1 2.6 
針
宮町B褒 切った材糾の置場
IF 型|百分比%1s 捜 |百分比%
調 王額 合 19 50.2 ! 20 52.8 
音信 し 3 8.0 5 13.2 
f程 備 ぷc泊、 7 18.4 
* 切 初 2.6 6 15.8 会 -<L 2.6 2.6 
調理合叉流し 2.6 
水匂踊叉調理合 1 2.6 
準備台又関理台 2.6 
冷蔵庫上 2.6 
調理合叉食卓 2 5.2 
務し・鯛混合の問 1 2.6 
流し又水切翻 2.6 
準備合・流しの間 2.6 


































t僕 備 1s 
解 b ぬ
官十





































/F 型 |百分比%1s 裂 |百分比%
関 理 ，ロA、 25 66.0 4 10.5 
コンロ合 6 15.8 9 23.7 
流 し 1 28.9 
食 卓 3 8.0 
務理合叉コンロ合 2 5.2 2.6 
水 切 繍 3 8.0 
コンロ合叉流し 2.6 
食卓叉涜 し 2.6 
冷蔵庫の上 l 2.6 
流し叉スライド 2.6 
食卓叉調理合 2.6 
ハンガ -ー 2.6 
食卓叉コンロ合 2.6 




調 理 4C〉3、 22 58.0 11 29.4 
食 卓 l 2.6 5 13.2 
食卓叉調理台 5 13.2 2.6 
コンロ合 2 5.2 2.6 
調理台叉コンロ台 3 8.0 2.6 
7Jc 切 樹 2 5.2 
流し叉調理台 2 6.2 
スラ イ ド 7.9 
コンロ合叉食事 5.2 
洗 濯 機 2.6 
床 の 上 2.6 
派し叉冷蔵庫 2.6 
米 ピ ツの上 2.6 
調謬合叉*切棚 2.6 
食卓叉床 2.6 
調理台叉杭の上 2 5.2 
調理台叉準備合 2.6 
流 し l 2.6 
叉床叉食パ卓Jレコニー 2.6 















( 6 ) 
塁手々村・下河内 :台所作業合について -83-
第10表 揚物の場合， タネやコロモの置場 書官1褒 あげ物中のあがったもののー#鞘令置場
I F ?J!I百分比%1s 郡 |百分比% IF 型 |百分比%1s 型 |百分比%
調 潔 -e 30 79.1 7 18.4 
流 し 14 37.2 
食 卓 4 10.5 7 18.4 
調理台叉食事 2.6 2.6 
スライ ド 2 5.2 
コ ンロ 合 2.6 





電車 り ぬ 2 5.2 2 5.2 
針 38 110 
第12表 出来上勺たあげものの置犠
IF型戸分切1s 型 |百分比%
食 阜 28 73.9 24 63.3 
調 理 4E3 a、 2 5.2 2 5.2 
スライ ~. 1 2.6 4 10.5 
洗 溜 機 3 7.9 
t供 備 .g 品、 2 5.2 
流 し 3 7.9 
茶 ダン ス 2.6 
解 り ぬ 3 7.9 2 5.2 
計
食 卓 9 23.7 1 29.2 
調 理 合 15 39.6 4 10.5 
コン ロ 合 4 10.5 8 21.0 
ス 7 イ ド 3 7.9 2 5.2 
流 し 5 13.2、
洗 海 綴 2.6 3 7.9 
机 2.6 
コンロ合叉食卓 2.6 
水屋 の 上 2.5 
ホ切リカゴ l 2.6 
調理合叉食卓 2 5.2 
冷 高臨 /i l 2.6. 













1 F tf!d IEi~J;t%ll 合比調翠台での棚が部%と調理台に著しく
F 型陪分比%1s 型 |百分比%
「 集中性がみられる。
調 理 1.コh 22 10 40 
コ ン ロ合 l 4 
予 備 ，広oコ、 5 20 
:食 卓 3 12 
冷蔵庫上 2 3 12 
スラ イ ド 4 
床 の よ 1 4 
洗濁畿 の 上 l 4 







































食 卓 24 63.4 27 71.2 
調 理 .gヨ、 3 7.9 4 10.5 
ス ライ ド 4 10.5 2 5.2 
洗 潅 留農 2 5.2 2.6 
務理合叉:食事 2 5.2 
t慎 備 合 2 5.2 
調理合叉スライド l 2.6 
解 ら ぬ 2.6 3 7.9 
言十 叫2
第15表配膳 の場所
IF 型 |百分比%~ s 都 |百分比%
食 卓 30 79.2 24 63.3 
調 蕩 ~、 2 5.2 4 10.5 
洗 溶 犠 2.6 2.6 
ス 、ライ ド 2 5.2 3 7.9 
調理合叉食卓 2.6 2 5.2 
準 備 ぷEコ油、 1 2.6 
波 し 2.6 
机 2.6 









































関 理 d口s、 7 18.4 23 60.6 
準 備 ~、 22 58.1 
苦転 し 2.6 5 13.2 
水切砲に吊して 3 7.9 2.6 
コンロ合・流し間 2.6 
準備台・流し閲 2.6 
コ ンロ合 2.6 1 2.6 
冷蔵庫の上 2 5.2 





































( 8 ) 























注 11)武保. .流し中心緒成の使い勝手の研究"日本住宅公団(1963) 
2)市川清志 ..近郊アパートの台所の作業並に持物調査研究“日本住宅公団 (1963)
注2阪市犬家紀Vo1.8，Part3，P .53 (19印)
注3 1) ;ft樹君...台所作業合の広さとその利用について"奈良女子大家政学研究，第6巻，P.87 (1956) 
2)静 k歌 ."台所作業台の滋能と連結について"奈良女子大家政学研究，第9巻.P.6 (1956) 
3)浜口みほ...住宅金容"主婦之友社，P.2Q9 (1960) 
Summary 
On the study of working table in the kitchen， emphatically in case of the 
multiple dwelling house in our country. the "Nagare system" -it has prep-
訂 ationtable and next placed in the order of the cooking table， sink and 
heating table-was superior beyond all comparison with the "Point system" 
-it has no preparation table and sink is placed in the center. 
( 9 ) 
